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被災したコンクリートを有効活用 
～三陸沿岸道路工事で震災復興支援の一環として～ 

 三陸国道事務所では復興支援の一環として、岩手県が宮古港にストックする復興資材
（震災で被災したコンクリートを破砕分別した再生砕石）約２，０００ｍ3を、三陸沿岸
道路（宮古市千徳地内）の地下排水用砕石として有効活用します。 
 分別再生砕石の活用は三陸国道事務所では初となり、災害廃棄物処理の促進や、工事の
コスト削減、工期の短縮などが期待されます。 
 今後も関係機関と連携し、復興支援に協力してまいります。 
  
  
  
 

▲地下排水工断面図 ▲導水工側面図 

▲分別再生砕石の搬出作業の様子 
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